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(第二報)検 診成績に就て
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昭和15年4月 日本結該病學會宿題報告に於て實

施の成績よりして、集團検診に間接撮影 を利用す

る便値ありと今村教授は述べ、爾來第一報(結 核

第二十雀第八號)に 於て記述の如 く、財團法人結

核豫防會結核研究所大阪支所に於ては、今村教授

指 導の下に、昭和15年9月 以來間接撮影用 「レン

トグン」自動車を利用 して、結核豫防㊧目的を以

て無自畳性肺結核患者の早期稜見、早期治療等に

努力 して來た｡

第1報 に於ては、間接撮影に就てその螢達の経

路 を述べ、次で余等の間接撮影の経験 を、特に「レ

ン トゲン」自動車 を利用 して行ひたる聞接撮影に

依る胸部結核の集圏槍診の實際に就て詳述 したの

で ある｡

本報に於ては、昭和15年9月 以降の検診成績及

び間接撮影法に就て述べる｡

(一)1938年HolfelderがSchirmbildphoto-

graphieな る名爾 を用ぴて以來 ドイツの報告には

殆んどこの名樗が用ひられて居るため、1940年 今

村教授は第18同 日本結核病學會宿題報告に於て、

螢光陳縮窮法と課されて其緩 も螢光顔縮罵法なる

名樗 を使用 して居たが、昭和17年5月 日本學循振

興會に 「レ」線間接撮影委員會の設立があ り、押

接撮影法と云ふ名稻が用ひ られ て居る故、本文

には間接撮影法の名構 を用 ひ た が、猫澤にては

Schirmbildphot・graphieを 用ふ可きであ り、邦

語にても螢光豫縮窩法が適當と考へる｡

間接撮影像にて質的診断 を嚴密に行ふ事は現在

の贅材、技術にては無理である｡厚 生省の槍診基

準には、質的診断は必す大撮影像に依る可きであ

ると明示ざれて居る｡

余等 も間接撮影像の判定は量的診断に止めて居

る事は既報の通 りであるが、前報の判定規準を其

の後の経験に依 り、次表の如 く改鼠 して現在用ひ

て居る｡

達 夫

位 置瞬 擁 度

肺 門 部 陰 影1・i+i蔓i帯

肺 夷 部 陰 剥2国 州

孤 立 性 陰 剥 司+睡

肺野陰影(鋪5三 州+国 帯

崩 膜 陰 副 司+柚 晦

判定は專 ら量的診断に止め、陰影の位置、程度

等に依 り記號を以て表は し、集團検診に於ける讃

影の簡易化を計 り、又理學的検査の参考として厨

る｡

(二)間 接陳にて如何なる程度の微細な病室を

認め得るかと云ふ顯に關 しては、諸家の實験があ

り、犬髄○ ・五糎直径病室を限度として居る.し

か し間接豫の解陳力を限度と云ふ事は被篇艘の硬

度た依るもので、「コン トラスト」がつ き得 る巷の

は被罵艦が0.5糎 以下で も充分認め得る｡「コン5

ラス ト」が充分グ く被窩髄 として鉛玉を用ふれぽ

径0.1糎 の もので も充分認め得るのである｡結 倭

病室で もその硬度は種々である故、結締織の充分

獲達 した病室交は石次化病竈の如きものではO・5

糎以下で も認められ る｡

今迄の経駒にては、見逃される恐れあ りと考へ

られる輕度の播種型肺結核が獲見 されて居る事か

ら考へて、毯 く輕度のものは別として、聞接徴で

微細な結齢の一つ一つは認められぬが、肺尖にあ

れば、肺尖部潤濁として認め、肺野にあれば、肺

野の淡き千等性陰影 として認められ、浸潤と想定

せられるものであると思惟せ らる｡

(三)間 接撮影用 フイルムは35粍(ラ イカ判)

と60粍(プ ロニー判)の二種があるc問 接撮影法ぱ

廉債に して、一名で も多 く撮影する所にその賃値

を有する故、集團検診用には 「ライカ」判を使用

す可きで、「プロニー」判を使用するも、現在の器
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材にては質的診蜥は樹直接撮影に依る可 きである

故、「プロ_一 」判は集團検診には特殊な場合を除
り

いて、實用的でない｡現 在迄集團検診に「ライカ」

判を用ひた結果では充分實用に供 し得ると思惟せ

らる｡

(四)昭 和15年度 より昭和17年 度迄の検診総人

員は、417.620名 で、活動性結核患者獲見率は昭湘

15年度は平均?・O%、 昭和16年度は平均1・7%、

昭和17年度 は平均1・3%と なつて居る｡%の 減

少は蓮績検診の集團が多い結果で、前年度の活動

性麟核患者が休學、又は休職 して受検して居 らぬ

か、又は疑活動聯 核者或は要注意者となつて居

る者があるためである｡、

嚢見せる活動性結核患者の年齢別 に 「レ」線饒

を分類すれば年齢の進むにつれて肺門腺結核、肺

門結核の凱 率議 少し海 嚇 尖糸吉核嬢 躰
が増加 して居る｡早 期浸潤型肺結核は16歳頃より

40歳頃迄殆んど同率に叢見 されて居る｡

蓮績槍診の結果を中等學校に於ける結核に依る

退學者及長期訣席者の数にて検すれば、連績瞼診

前に比 して検診後は漸減する傾向を著明に認め得

る｡

(五)間 接撮影に依る集團検診に於ては全員撮

影が望 ましV・が、より多 くの者に検診を行はんと

する場合には、「ツ」反磨陰性者(4粍 以下の者)
タ

は撮影 を行はす、BCG接 種 を告ひ、「ツ」反慮陽

性者にのみ撮影 を行ふ も可なりと考へ られる｡之

は我國の結核豫防 を有効にする立揚よりして主張

する｡

結核に關する集團検診には 「レ」線に依る方法

が最良であり、「レ」線を利用する房 法にて も間接

撮影に依る方法が現在の所他の方法に比 して能率

的で、正確を期 し得を方法である｡

間接撮影{象に就ては今後装置の改良、其他尚研

究すべき領域が廣 く、學術振興愈に於ける間接撮

影委員會の成果に待つ塵大である｡
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